
東
海
・
近
畿
広
域
部
品
セ
ン
タ
ー
竣
工（
耕
種
資
材
部
）

生産者と実需者をバスがつなぐ 
「やさいバス」に出荷開始（神奈川県本部）

「宇治茶」の新たな一大物流拠点竣工
（京都府本部）

和歌山県産「下津蔵出しみかん」を
香港消費者に紹介（全農香港事務所）

令和3年度　各事業の主な取り組み
営業開発／輸出事業

ブランドヒストリー⑦
宮城県を代表する新たな品種
「にこにこベリー」（宮城県本部）

JAズームイン（兵庫：JA兵庫六甲）

全農直営飲食店舗で福岡県産
「デコポン®」フェアを開催
（フードマーケット事業部）

「カレーの日」に向けトマト利用を
呼びかけ（岐阜県本部）

JAタウンショップ紹介
　JA高千穂（宮崎県）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4
面

5

6

8

7

Web
限定 岐阜県飛騨産の果物使用

「濃厚にごりじゅれ」新発売（岐阜県本部）

新大関・御嶽海関を食で応援（長野県本部）

2

3

過去最多の35校が出場しオンライン形式で開催（4面）

「JA全農京都宇治茶流通センター」竣工（3
面）

「やさいバス」に出荷開始（2面）

第5回和牛甲子園をオンラインで開催
総合評価部門最優秀賞は愛知県立渥美農業高校（畜産総合対策部）
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賀
・
京
都
の
4
府
県
域
を
供
給

エ
リ
ア
と
し
、
2
万
5
千
点
か

ら
3
万
点
の
部
品
管
理
ア
イ
テ

ム
を
保
有
し
て
、
即
納
率
の
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
夜
間
配
送
に
よ
る
翌

朝
Ｊ
Ａ
納
品
を
行
う
他
、
部
品

業
務
の
効
率
化
を
目
的
に
シ
ス

テ
ム
導
入
も
進
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
農
機
セ
ン
タ
ー
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
発
注
、
パ
ー
ツ
リ

ス
ト
検
索
な
ど
に
利
用
す
る

「
Ｍ
-Ｗ
ｅ
ｂ
」を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
東
海
・
近
畿
広
域
部

品
セ
ン
タ
ー
に
は
、
物
流
管
理

に
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
迅
速
化
と
正
確
性
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
東
海
・
近
畿
広
域
部
品
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
に
よ
り
、
管
内
の

Ｊ
Ａ
農
機
セ
ン
タ
ー
へ
の
迅
速

な
部
品
供
給
を
通
じ
て
生
産

者
・
Ｊ
Ａ
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

News!

「JA全農東海·近畿広域部品センター」が稼働
農業機械部品の供給体制を強化 耕種資材部

　
全
農
は
、東
海
・
近
畿
地
区
4
府
県
域
を
供
給
エ
リ
ア
と
す
る
農

業
機
械
部
品
の
広
域
物
流
拠
点「
Ｊ
Ａ
全
農
東
海
・
近
畿
広
域
部
品

セ
ン
タ
ー
」を
三
重
県
津
市
に
設
置
し
、
1
月
5
日
か
ら
受
注
・
出

荷
を
開
始
し
ま
し
た
。
1
月
28
日
に
は
開
所
式
を
行
い
、
新
し
い
施

設
と
配
送
の
安
全
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
域
を
超
え
た
広
域
部
品
セ

ン
タ
ー
は
、
現
在
全
国
で
8
カ

所
が
稼
働
し
て
お
り
、
農
業
機

械
の
迅
速
な
修
理
・
整
備
対
応

を
目
的
に
、
即
納
率（
受
注
当

日
出
荷
件
数
の
割
合
）の
向
上

に
取
り
組
み
、
お
お
む
ね
80
％

以
上
と
い
う
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

　

東
海
・
近
畿
広
域
部
品
セ

ン
タ
ー
は
、
愛
知
・
三
重
・
滋

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
、

全
農
の
新
規
事
業
提
案
制
度

「
Z
e
n
n
o
v
a
t
i
o
n
」

で
、
協
業
事
業
の
構
想
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
現
在

は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
で
あ
る

A
g
v
e
n
t
u
r
e 

L
a
b

の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
、停
留
所
の
一
つ
、中
央

ベ
ジ
フ
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
荷

し
た
の
は
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
、
ミ
カ
ン
、

キ
ウ
イ
、
レ
モ
ン

の
4
種
類
で
、
停

留
所
を
設
置
し
て

い
る
県
内
小
売
店

へ
と
運
ば
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
や
さ
い

バ
ス
を
通
し
た
新

規
顧
客
開
拓
お
よ

び
、農
産
物
直
売
所

の
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
検

証
し
て
い
き
ま
す
。

News!

「やさいバス」に出荷開始
生産者と実需者をバスがつなぐ

　
神
奈
川
県
本
部
中
央
ベ
ジ
フ
ル
セ
ン
タ
ー
は
1
月
5
日
、運
送
手

配
・
青
果
物
卸
事
業
者
の「
や
さ
い
バ
ス
」へ
、
初
め
て
の
出
荷
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
や
さ
い
バ
ス
」は
生
産
者
拠

点
と
実
需
者
拠
点
を
ル
ー
ト

で
つ
な
ぎ
、
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ン

な
ど
の
冷
蔵
車
が
停
留
所（
バ

ス
停
）と
呼
ば
れ
る
ス
ト
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
巡
回
す
る
、
や
さ

い
バ
ス
㈱
が
提
供
す
る
仕
組

み
で
す
。
生
産
者
が
最
寄
り
の

停
留
所
に
出
荷
し
た
農
産
物

を
、
実
需
者
は
希
望
し
た
停
留

所
で
そ
の
日
の
う
ち
に
受
け
取

出荷作業を行う中央ベジフルセンター職員（左）

開
所
式
の
様
子

神奈川県本部
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ミ
カ
ン
の
糖
度
測
定
や
試
食
な

ど
を
行
い
、
香
港
の
消
費
者
へ

普
段
見
る
こ
と
の
な
い
下
津
蔵

出
し
み
か
ん
の
魅
力
を
発
信
し

ま
し
た
。岡
本
副
部
会
長
は「
先

人
の
知
恵
と
技
術
が
詰
ま
っ
た
、

『
下
津
蔵
出
し
み
か
ん
』を
ぜ
ひ

た
く
さ
ん
の
方
に
味
わ
っ
て
ほ

し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
を
行
っ
た

結
果
、
視
聴
者
か
ら
は
P
R
期

間
中
に
1
0
0
箱（
3
㌕
箱
）の

オ
ー
ダ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
和
歌
山
県
産
農
産
物
の
お
い

し
さ
を
さ
ら
に
広
め
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

News!

和歌山県産「下津蔵出しみかん」を香港消費者に紹介
ライブコマース企画第5弾 全農香港事務所

　

全
農
香
港
事
務
所
は
、
和
歌
山
県
の
J
A
な
が
み
ね
と
1
月
8

日
、
ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
企
画
第
5
弾
と
し
て
、
香
港
消
費
者
向
け
に

同
県
産「
下
津
蔵
出
し
み
か
ん
」を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
J
A
な
が
み
ね
下
津

管
内
の
ミ
カ
ン
圃ほ

じ
ょ
う場

か
ら
、
和

歌
山
県
産
の「
下
津
蔵
出
し
み

か
ん
」の
魅
力
を
香
港
の
消
費
者

に
生
配
信
で
P
R
し
ま
し
た
。

　
下
津
蔵
出
し
み
か
ん
は
収
穫

後
の
ミ
カ
ン
を
木
箱
に
詰
め
、

土
壁
の
貯
蔵
庫
で
1
カ
月
以
上

熟
成
さ
せ
た
も
の
で
、
甘
味
や

酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
り
、

ま
ろ
や
か
な
食
味
に
仕
上
が
っ

た
温
州
ミ
カ
ン
で
す
。

　
当
日
は
J
A
な
が
み
ね
下
津

柑か
ん
き
つ橘
部
会
の
岡
本
芳
樹
副
部
会

長
が
貯
蔵
庫
の
中
を
案
内
し
な

が
ら
貯
蔵
方
法
な
ど
の
説
明
とライブコマースの様子

特製の木箱で貯蔵される「下津蔵出し
みかん」

も
み
茶
換
算
で
２
０
０
０
㌧
が

保
管
で
き
ま
す
。

　
26
日
の
竣
工
式
に
は
関
係
者

31
人
が
出
席
し
、
京
都
府
本
部

運
営
委
員
会
の
中
川
泰
宏
会
長

は
、「
お
茶
は
日
本
の
伝
統
文
化
。

最
高
の
茶
を
作
る
こ
と
に
力
を

尽
く
す
の
で
、
新
し
い
市
場
で

最
高
の
価
格
で
買
っ
て
ほ
し
い
」

と
茶
商
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
需
要
が
伸
び
る
て

ん
茶
の
増
産
や
輸
出
に
も
乗
り

出
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
に
伴
い
販
売
が
低
迷
す
る
茶

農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
ま

す
。

News!

「JA全農京都宇治茶流通センター」竣工
コロナ後の海外需要も見据え新拠点開設 京都府本部

　
京
都
府
本
部
は
京
都
の
ブ
ラ
ン
ド
茶「
宇
治
茶
」の
新
た
な
一
大
物
流

拠
点
と
な
る「
J
A
全
農
京
都
宇
治
茶
流
通
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、1

月
26
日
に
竣し
ゅ
ん
こ
う工式

を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
産
地
ご
と
に
行
わ
れ
て

い
た
荒
茶
の
集
出
荷
や
冷
蔵
庫
保
管
を
一
手
に
担
い
ま
す
。

　
近
年
の
抹
茶
人
気
を
背
景
に
、

原
料
と
な
る
て
ん
茶
の
荒
茶
生

産
が
拡
大
し
て
お
り
、
集
出
荷

場
の
処
理
能
力
や
、
冷
蔵
庫
保

管
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
が
懸
案
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
京

都
府
本
部
は
新
た
な
用
地
に
同

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
施
設
内
の
茶
専
用
冷
蔵
庫
は
、

広
さ
２
０
０
０
平
方
㍍
、
高
さ

23
・
５
㍍
で
、
専
用
コ
ン
テ
ナ

に
よ
る
自
動
格
納
式
を
採
用
し
、

竣工式

自動格納式冷蔵庫前室
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令
和
3
年
度

各
事
業
の
主
な
取
り
組
み
第
1
回

令
和
3
年
度
に
全
農
が
各
事
業
で
展
開
し
た

主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す（
全
5
回
）。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
連
携
は
も
と
よ

り
、
小
売
業
者
や
食
品
メ
ー
カ
ー
、
商
社
な
ど
、

他
社
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
る
共
同
営
業
や

商
品
開
発
、
産
地
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
に

向
け
た
産
地
開
発
な
ど
、
販
売
事
業
に
お
け
る

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
商
品
開
発
に
お
い
て
は
、「
全
農
グ
ル
ー
プ
Ｍ

商
品
開
発
お
よ
び

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
る

取
り
組
み

ファーマーズ＆キッズフェスタ二子玉川駅（2021年10月2日）

羽田空港「和蔵場」ポップアップストア（2021年12月17日～
2022年3月末）

Ｄ
部
会
」の
も
と
、
全
農
グ
ル
ー
プ
の
商
品
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
商
標
登
録
し
た「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー

ル
」の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
6
月
に
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
全
国
の
産
地
を
応
援
す
る「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始
し
、
伊
藤
園
と
の
Ｗ

ブ
ラ
ン
ド
で
清
涼
飲
料
水「
宮
崎
県
産
日
向

夏
」、「
大
分
県
産
完
熟
か
ぼ
す
」を
発
売
し
ま

し
た
。
9
月
に
は
、
全
国
各
地
の
特
色
あ
る
果

実
を
使
用
し
た
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
グ
ミ
28
種
類

（
2
0
2
2
年
1
月
末
現
在
、
32
種
類
）を
発

売
し
、
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
商
品
開
発
は
も
と
よ
り
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
か
ら
営
業
、
さ
ら
に
そ
の
販
売
企
画

ま
で一連
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
全
国
の
農
畜

産
物
の
販
売
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
国
産
農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
の
た
め
に
、
海

外
で
の
新
拠
点
設
立
や
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大

を
進
め
て
い
ま
す
。
2
0
2
1
年
4
月
に
は
輸

出
事
業
委
員
会
を
新
設
し
、
J
A
グ
ル
ー
プ
内

で
の
輸
出
戦
略
の
共
有
と
輸
出
事
業
の
利
用
結

集
を
促
進
す
る
場
と
し
て
初
会
合
を
行
い
ま
し

輸
出
対
策
部

た
。
12
月
に
は
輸
出
拡
大
推
進
会
議
に
て
、
輸

出
品
目
ご
と
の
分
科
会
や
海
外
に
お
け
る
商
標

保
護
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
、
1
5
0

人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
域
内
の
農

畜
産
物
や
加
工
品
の
輸
出
入
業
務
の
役
割
を
担

う
拠
点
と
し
て
、
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

香
港
㈱
マ
カ
オ
支
店
を
4
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
新
し
い
販
売
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
、

ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス（
S
N
S
な
ど
で
動
画

を
ラ
イ
ブ
配
信
し
、
商
品
を
紹
介
し
て

購
入
し
て
も
ら
う
販
売
形
態
）を
行
い
、

日
本
の
各
産
地
と
海
外
消
費
者
を
中

継
し
、
マ
ン
ゴ
ー
や
桃
、
マ
ス
カ
ッ
ト
、

ミ
カ
ン
な
ど
を
P
R
・
販
売
し
て
い
ま

す
。

  

今
後
の
市
場
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
中

国
に
お
い
て
は
、
現
地
法
人
で
あ
る
全

農（
上
海
）貿
易
有
限
公
司
が
11
月
の

見
本
市
に
出
展
し
商
談
を
行
っ
た
他
、

今
年
2
月
の
春
節
に
向
け
て
、
ホ
ク
レ

ン
・
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
と
共
同
開

発
し
た「
J
A
P
A
N 

S
E
L
E

C
T
I
O
N
　
北
海
道
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
」を
輸
入
し
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
各
国
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
続

い
て
い
る
状
況
で
す
が
、
今
後
も
各
海

外
拠
点
と
連
携
し
国
産
農
畜
産
物
の

輸
出
拡
大
に
向
け
て
努
め
て
い
き
ま
す
。

上海で開催された世界最大級の食品見本市「SIAL China」に出展

営
業
開
発
部

営
業
開
発
／
輸
出
事
業

　和
牛
を
飼
育
す
る
全
国
の

高
校
生〝
高
校
牛
児
〞た
ち
が
、

日
々
の
飼
育
管
理
の
取
り
組
み

や
育
て
た
牛
の
肉
質
を
競
う

本
大
会
に
は
、今
回
過
去
最
多

の
35
校
が
出
場
し
、50
頭
の
和

牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　和
牛
甲
子
園
は
①
将
来
の

担
い
手
へ
の
支
援・就
農
意
欲
の

向
上
②
将
来
の
担
い
手
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
創
出
・
飼
育
技
術
の

向
上

│
を
目
的
と
し
、日
々

の
飼
育
管
理
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
す
る「
取
組
評
価
部

門
」と
、育
て
た
牛
の
肉
質
を

競
う「
枝
肉
評
価
部
門
」が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
と
合
計

し
た
総
合
評
価
で
競
い
ま
す
。

　取
組
評
価
部
門
は
、栄
養
価

の
高
い
酒
米
ぬ
か
を
給
餌
し
、

科
学
的
検
証
も
取
り
入
れ
、和

牛
の
短
期
飼
育
へ
の
挑
戦
を
発

表
し
た
広
島
県
立
西
条
農
業

高
校
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。枝
肉
評
価
部
門
は
、

圧
倒
的
な
肉
量
感
で
プ
ロ
顔

負
け
の
枝
肉
だ
と
審
査
委
員

か
ら
評
価
さ
れ
た
鹿
児
島
県

立
曽
於
高
校
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　総
合
評
価
部
門
で
は
、取
組

評
価
で「
持
続
可
能
な
和
牛
生

産
」を
テ
ー
マ
に
、J
G
A
P
認

総
合
評
価
部
門
の
最
優
秀
賞
は

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
校
が
初
受
賞

第
５
回
和
牛
甲
子
園
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

　
全
農
は
1
月
21
日
、
第
５
回
と
な
る
和
牛
甲
子
園
を
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
行
い
ま
し
た
。
総
合
評
価
部
門
の
最
優
秀
賞
に
は
愛
知
県
立

渥
美
農
業
高
校
が
輝
き
ま
し
た
。　
　   

　
　  【
畜
産
総
合
対
策
部
】

第5回和牛甲子園受賞校
総合評価部門

褒賞
最優秀賞 愛知県立渥美農業高等学校

高校名

取組評価部門
褒賞

最優秀賞

優秀賞

優良賞

審査委員特別賞
高校牛児特別賞

広島県立西条農業高等学校
愛知県立渥美農業高等学校
鹿児島県立市来農芸高等学校
鹿児島県立鹿屋農業高等学校
鹿児島県立鶴翔高等学校
福島県立会津農林高等学校
岡山県立瀬戸南高等学校
宮城県農業高等学校

高校名

枝肉評価部門
褒賞

最優秀賞

優秀賞

優良賞

審査委員特別賞

鹿児島県立曽於高等学校（出品番号50）
岐阜県立大垣養老高等学校（出品番号24）
愛知県立渥美農業高等学校（出品番号30）
栃木県立栃木農業高等学校（出品番号13）
栃木県立那須拓陽高等学校（出品番号15）
鹿児島県立鹿屋農業高等学校（出品番号48）
宇都宮白楊高等学校（出品番号10）

高校名

証
取
得
や
休
耕
田
で
の
自
給

飼
料
生
産
な
ど
の
取
り
組
み

を
分
か
り
や
す
く
発
表
し
、枝

肉
評
価
で
は
、ロ
ー
ス
の
形
が

大
き
く
、モ
モ
ま
で
脂
肪
交
雑

が
し
っ
か
り
と
入
っ
た
枝
肉
が

高
く
評
価
さ
れ
、両
部
門
で
優

秀
賞
を
獲
得
し
た
愛
知
県
立

渥
美
高
校
が
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。受
賞
時
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は「
総
合
優
勝
を

取
れ
る
な
ん
て
夢
に
も
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
大
変
う
れ
し

い
。牛
に
愛
情
を
込
め
て
楽
し

ん
で
育
て
て
き
た
。来
年
は
各

部
門
の
最
優
秀
賞
を
目
指
し

た
い
」と
涙
な
が
ら
に
喜
び
を

語
って
く
れ
ま
し
た
。

　本
大
会
は
、多
く
の
メ
デ
ィ

ア
か
ら
注
目
さ
れ
、参
加
校
同

士
の
交
流
機
会
や
各
地
域
で

参
加
校
へ
の
応
援
が
年
々
広

が
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、本
大

会
の
記
事
を
読
ん
で
高
校
牛

児
に
な
り
た
い
と
農
業
高
校
の

門
を
た
た
く
生
徒
が
出
て
き

て
い
る
こ
と
な
ど
、大
会
設
立

の
目
的
が
徐
々
に
浸
透
し
て
き

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、全
農

は
大
会
運
営
を
通
じ
て
、全
国

で
頑
張
る〝
高
校
牛
児
〞を
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

過去最多の35校が出場しオンライン形式で行われた

こ
う
こ
う
ぎ
ゅ
う
じ
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令
和
3
年
度

各
事
業
の
主
な
取
り
組
み
第
1
回

令
和
3
年
度
に
全
農
が
各
事
業
で
展
開
し
た

主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す（
全
5
回
）。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
連
携
は
も
と
よ

り
、
小
売
業
者
や
食
品
メ
ー
カ
ー
、
商
社
な
ど
、

他
社
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
る「
共
同
営
業
」

や「
商
品
開
発
」、
産
地
を
巻
き
込
ん
だ
取
り

組
み
に
向
け
た「
産
地
開
発
」な
ど
、
販
売
事

業
に
お
け
る「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
」の
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
商
品
開
発
」に
お
い
て
は
、「
全
農
グ
ル
ー
プ

商
品
開
発
お
よ
び

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
る

取
り
組
み

ファーマーズ＆キッズフェスタ二子玉川駅（2021年10月2日）

羽田空港「和蔵場」ポップアップストア（2021年12月17日～
2022年3月末）

Ｍ
Ｄ
部
会
」の
も
と
、
全
農
グ
ル
ー
プ
の
商
品
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
商
標
登
録
し
た「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー

ル
」の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
6
月
に
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
全
国
の
産
地
を
応
援
す
る「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始
し
、
伊
藤
園
と
の
Ｗ

ブ
ラ
ン
ド
で
清
涼
飲
料
水「
宮
崎
県
産
日
向

夏
」、「
大
分
県
産
完
熟
か
ぼ
す
」を
発
売
し
ま

し
た
。
9
月
に
は
、
全
国
各
地
の
特
色
あ
る
果

実
を
使
用
し
た
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
グ
ミ
28
種
類

（
2
0
2
2
年
1
月
末
現
在
、
32
種
類
）を
発

売
し
、
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
商
品
開
発
は
も
と
よ
り
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
か
ら
営
業
、
さ
ら
に
そ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
ま
で一連
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
全
国
の
農

畜
産
物
の
販
売
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
国
産
農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
の
た
め
に
、
海

外
で
の
新
拠
点
設
立
や
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大

を
進
め
て
い
ま
す
。
2
0
2
1
年
4
月
に
は
輸

出
事
業
委
員
会
を
新
設
し
、
J
A
グ
ル
ー
プ
内

で
の
輸
出
戦
略
の
共
有
と
輸
出
事
業
の
利
用
結

集
を
促
進
す
る
場
と
し
て
初
会
合
を
行
い
ま
し

輸
出
対
策
部

た
。
12
月
に
は
輸
出
拡
大
推
進
会
議
に
て
、
輸

出
品
目
ご
と
の
分
科
会
や
海
外
に
お
け
る
商
標

保
護
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
、
1
5
0

人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
域
内
の
農

畜
産
物
や
加
工
品
の
輸
出
入
業
務
の
役
割
を
担

う
拠
点
と
し
て
、
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

香
港
㈱
マ
カ
オ
支
店
を
4
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
新
し
い
販
売
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
、

ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス（
S
N
S
な
ど
で
動
画

を
ラ
イ
ブ
配
信
し
、
商
品
を
紹
介
し
て

購
入
し
て
も
ら
う
販
売
形
態
）を
行
い
、

日
本
の
各
産
地
と
海
外
消
費
者
を
中

継
し
、
マ
ン
ゴ
ー
や
桃
、
マ
ス
カ
ッ
ト
、

ミ
カ
ン
な
ど
を
P
R
・
販
売
し
て
い
ま

す
。

  

今
後
の
市
場
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
中

国
に
お
い
て
は
、
現
地
法
人
で
あ
る
全

農（
上
海
）貿
易
有
限
公
司
が
11
月
の

見
本
市
に
出
展
し
商
談
を
行
っ
た
他
、

今
年
2
月
の
春
節
に
向
け
て
、
ホ
ク
レ

ン
・
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
と
共
同
開

発
し
た「
J
A
P
A
N 

S
E
L
E

C
T
I
O
N
　
北
海
道
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
」を
輸
入
し
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
各
国
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
続

い
て
い
る
状
況
で
す
が
、
今
後
も
各
海

外
拠
点
と
連
携
し
国
産
農
畜
産
物
の

輸
出
拡
大
に
向
け
て
努
め
て
い
き
ま
す
。

上海で開催された世界最大級の食品見本市「SIAL China」に出展

営
業
開
発
部

営
業
開
発
／
輸
出
事
業
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宮
城
県
の
イ
チ
ゴ
生
産
は
、
本

県
育
成
品
種「
も
う
いっこ
」と「
と

ち
お
と
め
」
の
2
品
種
が
主
力
品

種
と
し
て
栽
培
さ
れ
、
11
月
か
ら

　
宮
城
県
育
成
品
種「
に
こ
に
こ
ベ
リ
ー
」は
宮
城
県
育
成
品
種「
も
う
いっ
こ
」

と「
と
ち
お
と
め
」を
交
配
し
、
優
良
な
系
統
を
選
抜
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
イ
チ
ゴ
産
地
の
発
展
と「
作
り
手
、
売
り
手
、
さ
ら
に
は
手
に
取
って

食
べ
る
全
て
の
人
が
笑
顔
に
な
る
イ
チ
ゴ
」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
宮
城
県
本
部
】

6
月
ま
で
長
期
出
荷
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。「
と
ち
お
と
め
」
は
、
年

始
の
収
量
が
多
く
食
味
が
優
れ
る

品
種
で
す
。
一
方
「
も
う
い
っ
こ
」

は
宮
城
県
内
で
選
抜
育
成
さ
れ
、

本
県
の
気
象
条
件
に
適
応
し
た
品

種
で
、
年
始
か
ら
の
収
量
が
多
い

品
種
と
な
って
い
ま
す
。新
品
種「
に

こ
に
こ
ベ
リ
ー
」
は
、
東
日
本
大
震

災
後
に
導
入
し
た
高
設
の
養
液
栽

培
で
栽
培
し
や
す
く
、
味
や
形
な

ど
の
品
質
が
安
定
す
る
こ
と
、
ま

た
12
月
ま
で
の
収
量
が
安
定
し
、

甘
さ
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

果
実
の
色
が
鮮
や
か
な
赤
色
の
円

す
い
形
で
そ
ろ
い
の
良
い
品
種
を
選

抜
し
て
、
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
城
県
は
東
北
1
位
の
イ
チ
ゴ

生
産
量
で
、
約
8
割
が
亘
理
町
、

山
元
町
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
に
こ
に
こ
ベ
リ
ー
」は
2
0
1
9
年

か
ら
同
地
区
で
栽
培
が
開
始
さ
れ
、

県
内
の
生
産
者
に
も
本
県
産
イ
チ

ゴ
3
品
種
の一つ
と
し
て
栽
培
面
積

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
早
期
に
栽

培
を
始
め
た
生
産
者
か
ら
は
、
年

内
か
ら
安
定
し
た
収
量
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
さ
れ

3
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
今
後
は

「
に
こ
に
こ
ベ
リ
ー
」の
良
さ
で
あ
る

果
形
の
そ
ろ
い
の
良
さ
、
ま
た
、

さ
わ
や
か
な
甘
さ
と
酸
味
が
あ
る

品
種
特
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
消
費

者
か
ら
親
し
ま
れ
る
取
り
組
み
を

行
って
い
き
ま
す
。

　
現
在
の
販
売
先
は
県
内
や
北
海

道
の
量
販
店
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、「
仙
台
い
ち
ご
・
に
こ
に

こ
ベ
リ
ー
」を
含
む
イ
チ
ゴ
に
携
わ

る
全
て
の
人
を
笑
顔
に
す
る
た
め
、

新
た
な
消
費
者
に
P
R
し
、
ブ
ラ

ン
ド
価
値
向
上
に
も
努
め
て
い
き

ま
す
。

宮
城
県
を
代
表
す
る
新
た
な
品
種

み
ん
な
の
笑
顔
を
運
ぶ
奇
跡
の
ひ
と
粒「
に
こ
に
こ
ベ
リ
ー
」

ブ
ラ
ン
ド
ヒス
ト
リ
ー
7「

に
こ
に
こ
ベ
リ
ー
」

開
発
の
経
緯

「
に
こ
に
こ
ベ
リ
ー
」

栽
培
の
開
始
と
今
後

「にこにこベリー」

件名に「ブランドヒストリープレゼント」、本文に郵便番号、
住所、氏名、年齢、所属JA、電話番号、JA全農ウィー
クリーの感想をご記入の上、メールにてご応募ください。

応募
方法

※応募者多数の場合は抽選で当選者を決定いたします。また、当選の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送にのみ使用いたします。

zz_zk_zennohweekly@zennoh.or.jp応募先

令和4年2月18日（金）23時59分締め切り

にこにこベリー4パックを10名様にプレゼントします。
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冷
房
装
置
な
ど
の
自
動
制
御

が
可
能
で
す
。
各
棟
を
運
搬
用

レ
ー
ル
で
つ
な
ぐ
ム
ー
ビ
ン
グ

ベ
ン
チ
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

た
こ
と
で
、
従
来
の
１・
５
倍

の
生
産
能
力
と
な
り
、
育
苗
ト

レ
イ
の
最
大
管
理
苗
枚
数
を

２
万
２
０
０
０
枚
ま
で
拡
大
で

き
ま
し
た
。最
盛
期
に
は
、１
日

当
た
り
約
１
５
０
０
枚
播は
し
ゅ種

し
、
地
域
農
業
の
拠
点
と
な
っ

概要 令和3年3月31日現在

正組合員数 3万857人
准組合員数 9万6511人
職員数 1134人
販売品取扱高 151億7千万円
購買品取扱高 34億5千万円
貯金残高 1兆5130億6千万円
長期共済保有高 2兆342億7千万円
主な農畜産物 米、肉牛、軟弱野菜、

キャベツ、トマト、黒大豆（エダマメ）、
梨、イチジク、花き

JA兵庫六甲
（兵庫県）

育
苗
施
設
刷
新
で
分
業
化
を
図
り
営
農
継
続
に
つ
な
ぐ

「
苗
半
作
の
想
い
」
が
農
業
生
産
の
一
端
を
担
う

聞
き
な
が
ら
管
理
し
て
い
ま

す
。

　

同
施
設
は
２
０
１
９
年
度

に
ハ
ウ
ス
４
棟（
広
さ
約
3

6
0
0
平
方
㍍
）を
新
た
に
建

設
し
ま
し
た
。
温
度
や
湿
度
、

日
射
量
な
ど
の
セ
ン
サ
ー
を

備
え
、
通
気
口
や
カ
ー
テ
ン
、

す
。
キ
ャ
ベ
ツ
や
ト
マ
ト
、
イ

チ
ジ
ク
な
ど
多
種
多
様
な
野

菜
・
果
物
が
栽
培
さ
れ
、
近
年

は
葉
物
野
菜
を
中
心
に
生
産
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　　
「
J
A
兵
庫
六
甲
園
芸
育
苗

施
設
」は
、管
内
の
野
菜
や
花
き

を
80
品
目
以
上
管
理
し
て
い
ま

す
。
品
種
も
含
め
る
と
数
百
種

類
以
上
に
な
り
、
管
理
す
る
品

目
の
多
さ
で
は
日
本
で
も
１
、

２
位
を
争
う
育
苗
セ
ン
タ
ー
で

す
。

　

品
目
が
多
い
の
は
、
生
産
者

が
種
を
持
ち
込
み
、
苗
を
育
苗

す
る
フ
ル
オ
ー
ダ
ー
制
を
取
っ

て
い
る
た
め
で
す
。
育
苗
中
も

生
産
者
か
ら
の「
こ
ん
な
苗
に

し
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望
を

　
J
A
兵
庫
六
甲
は
、神
戸
市
、

芦
屋
市
、西
宮
市
、尼
崎
市
、伊

丹
市
、川
西
市
、宝
塚
市
、三
田

市
、
猪
名
川
町
か
ら
な
り
、
都

市
部
か
ら
緑
豊
か
な
農
村
地
域

ま
で
幅
広
く
、
そ
の
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
新
鮮
な
農
畜
産

物
が
数
多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
管
内
の
都

市
・
農
村
地
域
に
合
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
生
産
者
か
ら
の
苗
需
要

に
応
え
、「
苗
半
作
の
想
い
」を

も
っ
て
良
質
な
苗
生
産
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
農
業
生
産
の
一

端
を
担
う
こ
と
で
農
業
の
分
業

化
を
進
め
、
効
率
的
な
農
業
生

産
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

兵庫県

鳥取県
京都府

全
国
１
、２
位
を
争
う

多
品
目
苗
栽
培

ム
ー
ビ
ン
グ
ベ
ン
チ
シ
ス
テ
ム

で
生
産
能
力
が
1・5
倍
に

生産者の要望に合わせ育苗

ムービングベンチシステム

野菜や花きを８０品目以上管理

効
率
的
な
農
業
生
産
の

拡
大
で
営
農
継
続
に
つ
な
ぐ

育苗センター
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JA高千穂

　「たまたま」は、生で食べることを目的としてハウスの樹上
で完熟させた、食味・外観の優れた完熟のキンカンです。そ
の名前は、おいしいキンカンが“たまたま”偶然にしかならな
いことに由来しています。
　「たまたまEXCELLENT」は「たまたま」の中でも糖度18
以上、直径3.3cm以上の厳しい基準をクリアした最上級の
キンカンです。加工用と比べ、果実が大きくて甘味が強く、
生のまま皮ごと丸かじりで食べられます。
　キンカン生産量日本一の宮崎県が誇る完熟キンカンを
ご堪能ください。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

たまたまEXCELLENT 化粧箱1kg
……3500円（税込み）

JA全農のインターネットショッピングモール

　岐阜県本部をはじめとする冬春トマトの主産地１１県の全農県本部および県経済連は、カ
レールーなどを製造する食品メーカー２２社で構成する全日本カレー工業協同組合が「カレー
の日」と定める１月２２日に、トマトの積極的な利用を呼び掛けました。　　         【岐阜県本部】

　冬春トマトは１０月から翌年６月にかけて収
穫されるトマトのこと。トマトは冬場になるとサ
ラダ需要が減少し、消費が落ち込みます。幅広
い世代で人気のカレーにトマトの利用を呼び
掛けることで冬場のトマト消費を押し上げよう
と、１１県（茨城、栃木、群馬、千葉、静岡、愛知、
岐阜、福岡、佐賀、熊本、宮崎）が連携して実施
しました。

　11県は同組合の協力を受け、「冬野菜カ
レー」の写真が目を引くポスターを合同で制作
し、当日に向け量販店を中心に配布。レシピも
掲載し手軽さをアピールしました。
　岐阜県本部の担当者は「今後もサラダ利用
にとどまらないさまざまなトマトの食べ方を消
費者に提案することで消費拡大につなげた
い」と意気込んでいます。

「カレーの日」に向けトマト利用を呼びかけ
ポスターにレシピも掲載し手軽さをアピール

トマトは
サラダだけ
じゃない！！

ト
マ
ト
の
旨
み
広
が
る
冬
野
菜
カ
レ
ー
の
レ
シ
ピ
入
り
ポ
ス
タ
ー

甘みたっぷり、口いっぱいに広がるジューシーな味わい
全農直営飲食店舗で福岡県産「デコポン®」フェアを開催

　全農は２月７日から２月２２日の間、東京・広島・福岡県内の直
営飲食店舗４店舗で福岡県産「デコポン®」フェアを開催します。

【フードマーケット事業部】

くだどら５６１円／みのりカフェアミュプラ
ザ博多店

スムージー・タルト ７５９円／みのりカフェ福
岡パルコ店

　「デコポン®」は、商標使用許諾を受けた農業団体（ＪＡ）で、高
品質を保つための全国基準をクリアした柑橘品種（しらぬい：清
見タンゴール×ポンカン）のみが、「デコポン®」というブランド名
で出荷が可能となっています。甘味が強く程よい酸味と濃厚で
ジューシーな味わいが特徴です。
　今回のフェアでは、これから旬を迎える福岡県産「デコポン®」
をふんだんに使用したスイーツやドリンクなどの特別メニューを各
店舗で提供します。この機会に、ぜひお楽しみください。

メニュー提供概要

※「デコポン®」はＪＡ熊本果実連の登録商標です。

２月７日（月）～２月２２日（火）

※新型コロナウイルス感染拡大の影響によりフェア開催内容が変更となる場合があります。

※写真はイメージです。価格は全て「税込み」「店内価格」

店舗情報は
こちら

期　間
みのりカフェ三越銀座店
みのりカフェエキエ広島店
みのりカフェアミュプラザ博多店
みのりカフェ福岡パルコ店

実施店舗

発行／全国農業協同組合連合会　2022年（令和4年）2月7日発行（毎週月曜日発行）
第3384号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
国産農畜産物の魅力や美味しさをお届けします！

休刊のお知らせ
2月14日号は休刊いたします。
次は2月21日号です。

東
海
・
近
畿
広
域
部
品
セ
ン
タ
ー
竣
工（
耕
種
資
材
部
）

生産者と実需者をバスがつなぐ 
「やさいバス」に出荷開始（神奈川県本部）

「宇治茶」の新たな一大物流拠点竣工
（京都府本部）

和歌山県産「下津蔵出しみかん」を
香港消費者に紹介（全農香港事務所）

令和3年度　各事業の主な取り組み
営業開発／輸出事業

ブランドヒストリー⑦
宮城県を代表する新たな品種
「にこにこベリー」（宮城県本部）

JAズームイン（兵庫：JA兵庫六甲）

全農直営飲食店舗で福岡県産
「デコポン®」フェアを開催
（フードマーケット事業部）

「カレーの日」に向けトマト利用を
呼びかけ（岐阜県本部）

JAタウンショップ紹介
　JA高千穂（宮崎県）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4
面

5

6

8

7

Web
限定 岐阜県飛騨産の果物使用

「濃厚にごりじゅれ」新発売（岐阜県本部）

新大関・御嶽海関を食で応援（長野県本部）

2

3

過去最多の35校が出場しオンライン形式で開催（4面）

「JA全農京都宇治茶流通センター」竣工（3
面）

「やさいバス」に出荷開始（2面）

第5回和牛甲子園をオンラインで開催
総合評価部門最優秀賞は愛知県立渥美農業高校（畜産総合対策部）
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『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから
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